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１．はじめに 
 スピキュールとは太陽の表面に無数に存在する微小なジェット現象で、速度約 20km/sで
上昇・下降し、高度約１万 kmにまで達します。しかし、その運動の詳細はまだわかってい
ません。そこで、京都大学飛騨天文台ドームレス太陽望遠鏡（図 1）で観測されたＨαフィ
ルタ画像を解析し、太陽スピキュールの運動の研究を行いました。その結果について報告

します。 
 
２．方法 
 2003年 8月 13日にドームレス太陽望遠鏡で観測し、半値幅 0.25ÅのＨα線中心フィル
タ画像を 20秒間隔で撮像しました。その画像データは 10ビットの Tifファイル(1012×
1020ピクセル)として保存しました。なおピクセルサイズは 212ｋｍ（0.29″）です。図 2
にスピキュールを拡大した画像を示します。画像は IDLで解析しました。まず画像のムー
ビーを作成し、解析するスピキュールを選択しました。そして、マウスでスピキュールの

根元と先端をクリックし、スピキュールの軸に沿った光度分布を抜き出しました。図 3に
抜き出された光度分布の模式図を示します。縦軸が光度で、横軸がスピキュールに沿った

距離です。その光度分布を見ながら光球位置とスピキュールの先端を決定し、スピキュー

ルの高度を求めました。スピキュールの上昇・下降をとらえているファイルについて上述

の方法で高度を求め、スピキュールの高度の時間変化を調べました。このとき目測誤差を

減らすため部員 5人全員で独立に測定しました。 
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図 1ドームレス太陽望遠鏡   図 2スピキュールの例   図 3スピキュールの高度の求め方 



３．結果と考察 

 

図 4にスピキュールの高度の時間変化の測定値 
を示します。縦軸が高度(km)で横軸が時間(s)です。
図 4内の点は測定値です。スピキュールの運動は 
放物線的にも見えるし、等速度で上昇・下降して 
いるようにも見えます。そこで、測定値に放物線 
(実線)をあてはめました。同様に、上昇・下降部 
分にそれぞれ直線(点線)をあてはめました。あて 
はめのパラメータを表１にまとめました。あては 
めのパラメータは Nishikawa(1988)の結果と非常に 
良く似たものとなりました。 

図 4スピキュールの高度の時間変化 
 

表 1観測から得られたスピキュールのパラメータ 
 放物運動 等速度運動 

最高高度 有効重力加速度 初速度 寿命 上昇速度 下降速度 

(km) (m/s^2) (km/s) (s) (km/s) (km/s) 

11120 132 54 820 20 14 

 
 Suematsu et al. (1982)は「スピキュールは放物線的運動をする」と彼の理論の中で述べて

います。重力場内では物体は放物運動するはずなので Suematsu et al. (1982)の理論の予言ど

おりスピキュールは放物運動であると解釈するのが正しいかもしれません。しかし、今回

の測定精度ではスピキュールの運動は放物線的であると断定することはできませんでした。

今後、より高精度な観測を続けていく必要があると考えられます。 
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